
呉氏蔵北魏石床（二面）右側板



呉氏蔵北魏石床（二面）正面右板



董
黯
図呉

氏
蔵
北
魏
石
床
（
二
面
）
の
孝
子
伝
図
に
つ
い
て

黒

田

彰

一

二
〇
一
三
年
三
月
、
中
国
の
深
圳
市
で
、
一
図
の
董
黯
図
を
目

し
た１

）

（
図

一
）。
深
圳
博
物
館
の
「
永
遠
的
北
朝
｜
石
刻
芸
術
珍
品
展
」（
深
圳
博
物
館
、
深

圳
金
石
文
化
資
産
管
理
有
限
公
司
共
催
、
二
〇
一
二
・
五
・
一
八
｜
二
〇
一
三
・

五
・
三
一
）
に
お
い
て
の
こ
と
で
あ
る
。
当
時
、
現
存
す
る
董
黯
図
と
し
て
確
認

出
来
た
遺
品
は
僅
か
、

⑴
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵
北
魏
石
室

⑵
ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
美
術
館
蔵
北
魏
石
棺

⑶
ネ
ル
ソ
ン
・
ア
ト
キ
ン
ズ
美
術
館
蔵
北
斉
石
床

小
稿
は
、
本
誌
前
々
号
の
拙
稿
「
郭
巨
図

｜
呉
強
華
氏
蔵
北
魏
石
床
脚

部
の
孝
子
伝
図
に
つ
い
て
｜
」
に
引
き
続
き
、
深
圳
の
呉
強
華
氏
の
所
蔵
に

掛
る
、
新
出
の
北
魏
石
床
（
二
面
の
み
存
）
に
描
か
れ
た
、
孝
子
伝
図
に
つ

い
て
、
論
じ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

当
該
石
床
を
復
元
す
る
と
、
現
存
の
二
面
は
、
囲
屛
正
面
右
板
と
囲
屛
右

側
板
で
あ
ろ
う
こ
と
が
判
明
す
る
が
（
巻
頭
図
版
参
照
）、
そ
の
右
側
板
に

は
、
榜
題
や
題
記
の
類
の
一
切
を
欠
く
、
謎
の
孝
子
伝
図
の
三
場
面
、
A
B

C
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
、
果
し
て
何
を
描
い
た
も
の
な
の
か
、
右

側
板
の
画
像
を
子
細
に
分
析
す
る
と
、
驚
く
べ
き
こ
と
に
、
C
が
さ
ら
に
四

場
面
へ
と
分
か
れ
て
、
計
六
場
面
か
ら
成
る
も
の
で
、
右
側
板
の
全
て
の
場

面
が
、
陽
明
本
孝
子
伝
37
に
収
め
ら
れ
る
董
黯
の
物
語
を
、
図
像
化
し
た
も

の
に
外
な
ら
な
い
こ
と
が
判
明
す
る
。
小
稿
は
、
そ
の
こ
と
を
論
証
す
る
と

共
に
、
併
せ
て
、
新
出
の
董
黯
図
の
文
学
史
的
、
美
術
史
的
意
義
に
も
言
及

し
よ
う
と
す
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド

董とう
黯あん
図ず
、
孝こう
子し
伝でん
図ず
、
孝こう
子し
伝でん
（
陽よう
明めい
本ぼん
孝こう
子し
伝でん
）、

石せき
床しよう
（
石せき
棺かん
床しよう）、
ボ
ス
ト
ン
美びじ
術ゆつ
館かん
蔵ぞう
北ほく
魏ぎ
石せき
室しつ
、

ネ
ル
ソ
ン
・
ア
ト
キ
ン
ズ
美びじ
術ゆつ
館かん
蔵ぞう
北ほく
斉せい
石せき
床しよう

〔
抄

録
〕
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三
例
に
過
ぎ
ず２

）

（
⑵
は
、
題
記
に
疑
い
を
残
す
）、
そ
れ
ら
は
全
て
、
米
国
の
美

術
館
の
収
蔵
に
掛
る
も
の
で
あ
り
、
中
国
本
土
に
は
最
早
、
董
黯
図
は
残
さ
れ
て

い
な
い
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
、
新
た
な
当
該
図
の
出
現
に
、
心
底
驚
か
さ
れ
た
。

図
一
は
、
深
圳
金
石
資
産
管
理
有
限
公
司
、
呉
強
華
氏
の
蒐
集
に
掛
り
、
そ
の
折
、

呉
氏
の
知
遇
を
得
た
の
で
あ
る
（
中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
、
趙
超
教
授
の

紹
介
に
よ
る
）。
在
米
⑴
、
⑶
の
図
像
を
、
図
二
、
図
三
に
示
す３

）

（
題
記
「
董
晏黯

）

母
供共

）王
寄
母
語
時
」

⑴

、「
不
孝
王
寄奇

）」

⑶

）。
図
一
を
図
二
、
図
三
と
比
較

す
る
と
、
当
該
図
は
、
図
二
の
二
つ
の
家
の
左
の
家
、
図
三
の
中
央

B
）に
当
た

る
も
の
で
、
王
奇
が
己
れ
の
母
親
に
、
三
牲
を
強
要
す
る
場
面
で
あ
る
。
ま
た
、

図
一
の
題
記
、

王
寄奇

）日
殺
三
生牲

）猶
為
不
孝

こ
そ
は
、
中
国
で
散
逸
し
、
日
本
に
の
み
伝
存
す
る
、
完
本
古
孝
子
伝
二
種
の
内
、

陽
明
本
37
董
黯
条
の
本
文

の
直
接
的
な
引
用
と
認
め

ら
れ
る
も
の
で
（
後
掲
陽

明
本

線
部
）、
在
米

国
の
⑴
｜
⑶
に
優
る
と
も

劣
ら
ぬ
、
貴
重
な
価
値
を

有
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら

れ
る
（
図
一
に
つ
い
て
の

拙
稿
は
、
近
く
中
国
に
お

い
て
公
刊
さ
れ
る
）。
加

え
て
、
坐
視
す
れ
ば
海
外

へ
と
流
出
し
た
可
能
性
の

高
い
、
当
該
図
を
中
国
に

留
め
、
一
般
公
開
に
踏
み

切
ら
れ
た
呉
氏
の
意
図
は
、

限
り
な
く
尊
い
も
の
で
あ

る４
）

。
ま
た
、
呉
氏
は
東
魏

武
定
元
（
五
四
三
）
年
の

門
生
石
床
を
も
入
手
さ

れ
た
。
当
該
石
床
は
、
四

枚
の
囲
屛
に
加
え
、
石
枕
、
石
闕
、
脚
部
や
両
扉
を
具
え
る
石
門
な
ど
、
全
二
十

一
遺
品
か
ら
成
る
、
ほ
ぼ
完
全
な
石
床
の
例
と
し
て
、
非
常
に
貴
重
な
も
の
で
あ

る
。
二
枚
の
扉
の
両
端
に
は
、
二
行
ず
つ
の
銘
文
が
記
さ
れ
、
趙
超
教
授
に
よ
っ

図一 呉氏蔵北魏石床

図二 ボストン美術館蔵北魏石室

一
六

董
黯
図

（
黒
田

彰
）



て
解
読
さ
れ
た
（
男
性
墓
主
像

の
下
部
に
も
、

門
生
の
銘
が

あ
る
）。
趙
超
氏
に
よ
れ
ば
、

門
生
は
、
ソ
グ
ド
人
で
あ
る
。

当
該
石
床
囲
屛
四
面
に
は
、
董

黯
、
郭
巨
（
二
図
）
及
び
、
董

永
の
孝
子
伝
図
が
描
か
れ
、
注

目
す
べ
き
こ
と
に
四
面
裏
面
に

は
、
栄
啓
期
と
竹
林
七
賢
の
図

が
描
か
れ
る
、
極
め
て
重
要
な

遺
品
で
あ
る
。
図
四
に
掲
げ
る

の
は
、

門
生
石
床
に
描
か
れ

た
董
黯
図
で
あ
る
（
右
側
板
左

端
）。
図
像
中
央
上
方
に
題
記

が
記
さ
れ
、

王
寄
日
用
三
生
由
為
不
孝

と
あ
る
。
そ
の
題
記
は
、
図
一

の
、

王
寄
日
殺
三
生
猶
為
不
孝

と
殆
ど
変
わ
り
な
い
も
の
で
（
図
一
の
四
字
目
の
殺
を
、
用
に
作
る
が
、
こ
れ
も

陽
明
本
に
、「
故
孝
経
云
、
雖
日
用
三
牲
養
、
猶
為
不
孝
也
」
と
見
え
る
）、
陽
明

本
の
直
接
的
な
引
用
と
認
め
ら
れ
る
。
図
像
は
ま
た
、
王
寄
に
よ
る
、
母
親
へ
の

三
牲
強
要
の
場
面
で
あ
る
。
面
白
い
の
は
、
中
央
下
方
の
角
盆
に
描
か
れ
る
、
三

牲
（
牛
、
羊
、

）
の
図
像
で
、
図
一
の

、
牛
、
羊
が
（
右
か
ら
）、
羊
、

、

鶏
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
（
三
牲
に
は
、
鶏
、
魚
、

の
俗
解
が
あ
る
）。

さ
ら
に
当
該
石
床
に
含
ま
れ
る
、
二
図
の
郭
巨
図
は
（
右
正
面
板
の
左
端
と
左
正

面
板
の
右
端
）、
北
魏
石
床
囲
屛
に
描
か
れ
た
、
孝
子
伝
図
の
順
序
に
つ
い
て
、

研
究
史
上
に
深
刻
な
問
題
を
齎
す
が
、

門
生
石
床
の
孝
子
伝
図
や
竹
林
七
賢
図

に
関
し
て
は
、
機
会
を
改
め
て
述
べ
る
こ
と
に
し
た
い
。

二

幼
学
の
会
は
今
年
八
月
、

門
生
石
床
を
調
査
す
る
た
め
、
深
圳
へ
赴
い
た
。

そ
の
折
、
件
の
石
床
に
加
え
て
、
呉
氏
は
ま
た
、
二
面
の
み
残
る
、
新
出
の
北
魏

石
床
を
、
私
達
に
示
さ
れ
た
。
図
五
に
掲
げ
る
の
は
、
二
面
の
北
魏
石
床
の
原
石

（
図
五
上
の
石
板
の
法
量
は
、
縦
五
〇
・
四
糎
、
横
九
七
・
一
糎
、
厚
さ
六
・
〇

図三 ネルソン・アトキンズ美術館蔵北斉石床

(Ａ) (Ｂ) (Ｃ)

図四 呉氏蔵 門生石床
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糎
、
下
は
、
縦
四
九
・
五
糎
、
横
一
一
〇
・
〇
糎
、
厚
さ
六
・
五
糎
）、
巻
頭
折

込
図
版
並
び
に
、
図
六
に
掲
げ
る
の
は
、
そ
の
拓
本
の
写
真
で
あ
る５

）

。

さ
て
、
二
面
の
残
る
、
図
五
の
石
床
囲
屛
は
、
通
常
四
面
か
ら
成
る
石
床
囲
屛

の
、
ど
の
部
分
に
当
た
る
の
だ
ろ
う
か
。
本
石
床
は
、
一
面
を
三
図
に
区
切
っ
て

い
る
が
（
四
図
に
区
切
る
も
の
も
あ
る
）、
ま
ず
三
図
中
の
中
央
に
馬
が
描
か
れ

て
い
る
こ
と
、
一
面
両
端
に
釘
跡
が
二
つ
ず
つ
あ
る
こ
と
か
ら
、
図
五
下
（
図
六

下
）
は
、
正
面
右
の
石
板
に
当
た
り
、
次
に
、
一
面
左
端
に
釘
跡
が
二
つ
、
右
端

に
そ
れ
が
一
つ
し
か
な
い
こ
と
か
ら
、
図
五
上
は
、
右
側
板
に
当
た
る
も
の
と
考

え
て
良
い
。
そ
し
て
、
正
面
右
（
図
五
下
、
図
六
下
）
の
中
央
、
馬
の
左
右
の
両

図
は
、
左
が
楽
人
（
左
か
ら
一
人
目
が
腰
鼓
、
二
人
目
が
はつ

、
三
人
目
が

咸
、

四
人
目
が
横
笛
を
奏
し
て
い
る
）、
右
が

人
を
描
い
て
い
る
か
ら
、
そ
れ
ら
は

共
に
、
侍
者
図
と
見
做
さ
れ
る
。
な
ら
ば
、
も
う
一
面
の
右
側
板
（
図
五
上
、
図

六
上
）
三
図
に
は
、
何
が
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
右
側
板
の
三
図
を
眺

め
て
い
た
私
は
、
そ
れ
ら
が
や
は
り
、
陽
明
本
孝
子
伝
に
録
さ
れ
る
、
董
黯
の
物

語
を
描
い
た
も
の
ら
し
い
こ
と
に
思
い
到
っ
て
愕
然
と
し
た
。
私
の
驚
愕
し
た
理

由
は
、
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
、
中
国
に
は
最
早
伝
存
し
な
い
か
と
思
わ
れ
た
、
董

黯
の
図
像
が
、
呉
氏
の
手
許
に
三
点
、
集
中
し
て
出
現
し
た
こ
と
で
あ
る
。
も
う

一
つ
は
、
上
記
右
側
板
に
描
か
れ
た
董
黯
図
は
、
従
来
知
ら
れ
た
五
例
の
そ
れ
と

は
、
全
く
異
な
る
場
面
を
描
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
図
一
｜
図
四
に
例

外
な
く
描
か
れ
た
、
董
黯
図
の
特
徴
と
も
す
べ
き
、
三
牲
強
要
の
場
面
は
、
当
該

右
側
板
に
見
当
た
ら
ず
、
直
ち
に
そ
れ
を
董
黯
図
と
判
断
す
る
こ
と
は
、
極
め
て

難
し
い
。
に
も
関
わ
ら
ず
、
当
該
右
側
板
が
ど
う
し
て
董
黯
図
と
認
定
さ
れ
る
の

か
、
小
稿
の
目
的
は
、
そ
の
理
由
を
説
明
す
る
こ
と
で
あ
る
。
併
せ
て
、
特
徴
的

な
三
牲
強
要
の
場
面
を
持
た
な
い
と
し
た
ら
、
そ
の
董
黯
図
と
は
一
体
、
ど
の
よ

う
な
場
面
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
の
か
、
当
該
の
右
側
板
は
、
既
知
の
そ
れ
に
対

し
、
新
た
な
董
黯
の
図
像
の
展
開
、
延
い
て
は
、
北
魏
時
代
の
孝
子
伝
図
の
研
究

史
に
対
し
て
も
、
新
た
な
視
角
か
ら
の
展
望
を
齎
す
可
能
性
が
極
め
て
高
い
。
呉

図五 呉氏蔵北魏石床（二面。原石）
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氏
蔵
の
新
出
孝
子
伝
図
資
料
が
、
孝
子
伝
図
の
研
究
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
得
る

こ
と
は
、
そ
の
北
魏
石
床
脚
部
に
描
か
れ
た
郭
巨
図
が
、
こ
れ
ま
で
全
く
知
ら
れ

て
い
な
い
、
官
の
黄
金
返
還
（
大
円
団
２
）
の
場
面
を
含
ん
で
い
る
こ
と
や
、
ま

た
、
そ
の
供
養
（
プ
ロ
ロ
ー
グ
）
の
場
面
、
或
い
は
、
特
徴
的
な
三
角
形
の
山
形

の
区
切
り
が
、
寧
夏
固
原
北
魏
墓
漆
棺
の
孝
子
伝
図
と
共
通
し
て
い
る
こ
と
な
ど
、

本
誌
前
々
号
に
お
い
て
報
告
し
た
如
く
で
あ
る６

）

。
董
黯
図
に
つ
い
て
も
、
そ
の
図

像
の
展
開
の
可
能
性
、
孝
子
伝
図
研
究
史
上
の
意
義
に
ま
で
、
言
及
出
来
れ
ば
と

思
う
。

こ
こ
で
、
本
来
四
面
か
ら
成
る
筈
の
呉
氏
蔵
北
魏
石
床
二
面
（
図
版
及
び
、
図

五
、
図
六
）
を
復
元
、
概
念
図
化
し
て
示
せ
ば
、
図
七
の
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

図
版
及
び
、
図
五
、
図
六
の
上
が
右
側
板
に
当
た
り
、
下
（
中
央
に
馬
）
が
正
面

右
の
石
板
に
当
た
ろ
う
こ
と
は
、
前
述
し
た
。

線
部
分
が
呉
氏
蔵
北
魏
石
床

の
現
存
す
る
二
面
で
あ
り
、

線
部
分
が
目
下
、
失
わ
れ
て
い
る
二
面
と
な
る
。

失
わ
れ
た
二
面
の
正
面
左
に
は
、
中
央
に
牛
が

描
か
れ
（
右
の
馬
と
共
に
男
性
墓
主
、
女
性
墓

主
を
象
徴
し
て
い
る
）、
ま
た
、
現
存
す
る
右

側
板
三
図
が
董
黯
図
で
あ
る
と
す
る
な
ら
、
そ

の
左
側
板
の
三
図
に
は
ま
た
、
孝
子
伝
図
の
描

か
れ
て
い
る
可
能
性
が
極
め
て
高
い
。
そ
し
て
、

右
側
板
の
董
黯
三
図
は
、
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
で
示
し

た
如
く
、
右
か
ら
左
へ
と
見
る
べ
き
も
の
と
な

る７
）

。と
こ
ろ
で
、
図
一
｜
図
四
の
典
拠
と
な
っ
た
、

或
い
は
、
当
該
右
側
板
の
典
拠
と
推
測
さ
れ
る
、

董
黯
の
物
語
と
は
、
ど
の
よ
う
な
内
容
を
持
つ

の
か
。
現
存
す
る
董
黯
物
語
の
ほ
ぼ
唯
一
の
孝

子
伝
資
料
、
陽
明
本
孝
子
伝
37
董
黯
条
の
本
文

図六 呉氏蔵北魏石床（二面。拓本）

(牛) 馬

37董黯Ｃ

37董黯Ｂ

37董黯Ａ

図七 呉氏蔵北魏石床（二面）概念図
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を
示
せ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る８

）

（
末
尾
に
、
書
き
下
し
文
を
添
え
る
）。

陽
明
本

董薫
）黯

家
貧
至
孝
。
雖
与
王
奇
並
居
、
二
母
不
数
相
見
。
忽
会
籬
辺
。
因
語
曰

黯
母
、
汝
年
過
七
十
、
家
又
貧
。
顔
色
乃
得
怡
悦
如
此
何
。
答
曰
、
我
雖
貧

食
完
麁鹿

）衣
薄
、
而
我
子
与
人

悪
。
不
使
吾
憂
故
耳
。
王
奇
母
曰
、
吾
家
雖

富
食
魚
又
嗜
饌
、
吾
子
不
孝
、
多
与
人
恐
。
懼
罹
其
罪
。
是
以
枯
悴
耳
。
於

是
各
還
。
奇
従
外
帰
。
其
母
語
奇
曰
、
汝
不
孝
也
。
吾
問
見
董
黯
母
、
年
過

七
十
、
顔
色
怡
悦
。
猶
其
子
与
人

悪
故
耳
。
奇
大
怒
。
即
往
黯
母
家
、
罵

云
、
何
故
讒
言
我
不
孝
也
。
又
以
脚
蹴
之
。
帰
謂
母
曰
、
児
已
問
黯
母
。
其

云
、
日
々
食
三
斗
。
阿
母
自
不
能
食
、
導
児
不
孝
。
黯
在
田
中
、
忽
然
心
痛
、

馳
奔
而
還
。
又
見
母
顔
色
惨
々
、
長
跪
問
母
曰
、
何
所
不
和
。
母
曰
、
老
人

言
多
過
矣
。
黯
已
知
之
。
於
是
王
奇
日
殺
三
牲
、
旦
起
取
肥
牛
一
頭
殺
之
、

取
佳
完
十
斤
、
精
米
一
斗
熟
而
薦
之
。
日
中
又
殺
肥
羊
一
頭
。
佳
完
十
斤
、

精
米
一
斗
熟
而
薦
之
。
夕
又
殺
肥
猪
一
頭
。
佳
完
十
斤
、
精
米
一
斗
熟
而
薦

之
。
便
語
母
曰
、
食
此
令
尽
。
若
不
尽
者
、
我
当
用
鉾
刺
母
心
、
用曲

）戟
鉤
母

頭
。
得
此
言
終
不
能
食
、
推
盤
擲
地
。
故
孝
経
云
、
雖
日
用
三
牲
養
、
猶
為

不
孝
也
。
黯
母
八
十
而
亡
。
葬
送
礼
畢
、
乃
嘆
曰
、
父
母
讐
不
共
戴
天
。
便

至
奇
家

奇
頭
、
以
祭
母
墓
。
須

監
司
到
縛
黯
。々

乃
請
以
向
墓
別
母
。

監
司
許
之
。
至
墓
啓
母
曰
、
王
奇
横
苦
阿
母
。
黯
承
天
士
、
忘
行
己
力
、
既

得
傷
讐
身
。
甘
沮

、
甘
監
司
見
縛
。
応
当
備
死
。
挙

聞
）

声
哭
。
目
中
出
血
。

飛
鳥
翳
日
、
禽
鳥
悲
鳴
。
或
上
黯
臂
、
或
上
頭
辺
。
監
司
具
如
状
奏
王
。々

聞
之
嘆
曰
、
敬
謝
孝
子
董薫

）黯
。
朕
寡
徳
統
荷
万
機
。
而
今
凶
人
勃
逆
。
又
応

治
剪
、
令
労
孝
子
助
朕
除
患
。
賜
金
百
斤
、
加
其
孝
名
也
。

（
董とう
黯あん
家
貧
し
く
し
て
至
孝
な
り
。
王
奇
と
並
び
居
る
と
雖
も
、
二
母
相
い
見

る
こ
と

数
あまたたびな

ら
ず
。
忽たちまち
に
籬り
辺へん
に
会
す
。
因
り
て
黯
が
母
に
語
り
て
曰い

わ
く
、
汝なんじ年
七
十
に
過
ぎ
、
家
も
又
貧
し
。
顔
色
乃すなわち
怡い
悦えつ
を
得
る
こ
と
此か

く
の
如
き
は
何
ぞ
や
と
。
答
え
て
曰
わ
く
、
我
貧
し
く
完しし
を
食
し
麁そ
衣い
薄
し

と
雖
も
、
我
が
子
人
の
与ため
に
悪
な

し
。
吾
を
し
て
憂
え
し
め
ざ
る
故
の
み
と
。

王
奇
が
母
曰
わ
く
、
吾
家
富
み
魚
を
食
し
又
饌せん
を
嗜たしなむ
と
雖
も
、
吾
が
子
不

孝
に
し
て
、
多
く
人
の
与
に
恐
れ
ら
る
。
其そ
の
罪
に
罹かか
る
を
懼おそ
る
。
是ここ
を
以

っ
て
枯こ
悴すい
す
る
の
み
と
。
是
に
於お
い
て
各
おのおの

還かえ
る
。
奇
外
よ
り
帰
る
。
其
の

母
奇
に
語
り
て
曰
わ
く
、
汝
不
孝
な
り
。
吾
董
黯
が
母
を
問
見
す
る
に
、
年

七
十
を
過
ぐ
れ
ど
も
、
顔
色
怡
悦
す
。
猶なお
其
の
子
人
の
与
に
悪

き
故
の
み

と
。
奇
大
い
に
怒
る
。
即
ち
黯
が
母
の
家
に
往
き
、
罵ののしり
て
云
わ
く
、
何
の

故
に
我
が
不
孝
を
讒ざん
言げん
す
る
や
と
。
又
脚
を
以
っ
て
之これ
を
蹴け
る
。
帰
り
て
母

に
謂い
い
て
曰
わ
く
、
児
已すで
に
黯
が
母
に
問
う
。
其
れ
の
云
わ
く
、
日
々
三
斗

を
食
す
と
。
阿
母
自
ら
食
す
る
こ
と
能あた
わ
ず
し
て
、
児
が
不
孝
を
導い
う
と
。

黯
田
中
に
在
り
、
忽こつ
然ぜん
と
し
て
心
痛
み
、
馳ち
奔ほん
し
て
還
る
。
又
母
の
顔
色

惨
々
た
る
を
見
て
、
長ちよう跪き
し
て
母
に
問
い
て
曰
わ
く
、
何いずれの
所
か
和
なごやかな

ら
ざ

る
と
。
母
曰
わ
く
、
老
人
の
言
過
ち
多
し
と
。
黯
已
に
之
を
知
る
。
是
に
於

い
て
王
奇
日
に
三
牲
を
殺
す
。
旦あしたに
起
き
肥
牛
一
頭
を
取
り
て
之
を
殺
し
、

佳
き
完
十
斤
を
取
り
、
精
米
一
斗
熟
し
て
之
を
薦すす
む
。
日
中
又
肥
羊
一
頭
を

殺
す
。
佳
き
完
十
斤
、
精
米
一
斗
熟
し
て
之
を
薦
む
。
夕
に
又
肥
猪
一
頭
を

殺
す
。
佳
き
完
十
斤
、
精
米
一
斗
熟
し
て
之
を
薦
む
。
便すなわち
母
に
語
り
て
曰

わ
く
、
此
れ
を
食
し
尽
く
さ
し
め
ん
。
若
し
尽
く
さ
ざ
ら
ば
、
我
当まさ
に
鉾ほこ
を

用も
っ
て
母
が
心
を
刺
し
、
戟ほこ
を
用
っ
て
母
が
頭
を
鉤か
く
べ
し
と
。
此
の
言
を

二
〇

董
黯
図

（
黒
田

彰
）



得
て
終
に
食
す
る
こ
と
能
わ
ず
し
て
、
盤
を
推
し
て
地
に
擲なげうつ
。
故
に
孝
経

に
云
わ
く
、
日ひび
に
三
牲
の
養
を
用
う
と
雖
も
、
猶
不
孝
と
為な
す
な
り
と
。
黯

の
母
八
十
に
し
て
亡
す
。
葬
送
の
礼
畢おわ
り
、
乃
ち
嘆
じ
て
曰
わ
く
、
父
母
が

讐あだ
、
共
に
天
を
戴いただか
ず
と
。
便
ち
奇
が
家
に
至
り
奇
の
頭
を
き

り
、
以
っ
て

母
の
墓
に
祭
る
。
須しゆ
ゆ

に
し
て
監
司
到
り
て
黯
を
縛
す
。
黯
乃
ち
請
う
に
墓

に
向
か
い
母
に
別
れ
ん
こ
と
を
以
っ
て
す
。
監
司
之
を
許
す
。
墓
に
至
り
母

に
啓
し
て
曰
わ
く
、
王
奇
横
よこしま

に
阿
母
を
苦
し
む
。
黯
天
を
承
く
る
士
な
れ

ど
、
己
が
力つとめ
を
行
う
を
忘
れ
、
既
に
讐しゆう
身しん
を
傷
す
る
こ
と
を
得
た
り
。

沮そか
い

に
甘
ん
じ
、
監
司
に
縛
せ
ら
れ
ん
こ
と
に
甘
ん
ず
。
応ま
当さ
に
死
に
備
う

べ
し
と
。
声
を
挙
げ
て
哭な
く
。
目
中
よ
り
出
血
す
。
飛
鳥
日
を
翳おお
い
、
禽きん

鳥ちよう
悲
鳴
す
。
或
い
は
黯
の
臂ひじ
に
上
り
、
或
い
は
頭
辺
に
上
る
。
監
司
具つぶさ
に

状
の
如
く
に
王
に
奏
す
。
王
之
を
聞
き
て
嘆
じ
て
曰
わ
く
、
孝
子
董
黯
を
敬

謝
す
。
朕
寡
徳
に
し
て
万
機
を
統
べ
荷
う
。
而
れ
ど
も
今
凶
人
勃もと
り
逆
ら
う
。

又
応まさ
に
治ち
剪せん
し
、
孝
子
の
朕
が
患
い
を
除
く
を
助
く
る
こ
と
を
労ねぎらわ
し
む
べ

し
と
。
金
百
斤
を
賜
う
て
、
其
の
孝
名
に
加
う
る
な
り
）

以
下
、
陽
明
本
の
本
文
を
踏
ま
え
、
当
該
右
側
板
三
図
の
図
像
内
容
、
ま
た
、
そ

の
図
一
｜
図
四
の
図
像
と
の
関
連
を
検
討
す
る
。

三

図
八
は
、
呉
氏
蔵
北
魏
石
床
二
面
の
内
、
右
側
板
の
A
B
、
図
九
は
、
同
じ
く

C
の
場
面
を
拓
本
に
よ
り
、
改
め
て
掲
げ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
図
八
A
B
は
、

陽
明
本
孝
子
伝
に
、

二
母
不

数

相
見
。
忽
会

籬
辺

…
…
於

是
各
還

と
あ
る
場
面
を
描
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
二
母
は
、
董
黯
の
母
と
王
奇
の
母

で
あ
る
。
図
八
A
B
の
上
、
屋
内
に
坐
す
の
が
奇
母
で
あ
り
（
A
は
左
向
き
、
B

は
右
向
き
）、
A
の
下
方
左
、
B
の
下
方
右
を
、
歩
行
す
る
の
が
黯
母
で
あ
る

（
A
は
左
向
き
、
B
は
右
向
き
。
B
の
黯
母
は
杖
を
突
く
）。
図
八
A
B
の
上
方

に
は
、
屋
根
付
き
門
の
あ
る
土
屛
を
廻
ら
せ
た
、
瓦
葺
き
の
立
派
な
家
が
描
か
れ

て
い
る
。
こ
れ
が
、「
家
…
…
富
」（
陽
明
本
）
と
記
さ
れ
た
、
王
奇
の
家
で
あ
る
。

A
B
上
方
の
家
の
描
か
れ
方
は
、
少
し
異
な
っ
て
い
る
が
、
屛
の
模
様
等
も
共
通

し
、
同
じ
王
奇
の
家
と
見

做
さ
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
、

図
九
の
下
方
左
に
は
、
茅

葺
き
の
粗
末
な
家
が
描
か

れ
て
い
る
。
こ
ち
ら
が
、

「
家
貧
」（
陽
明
本
）
と

記
さ
れ
る
、
董
黯
の
家
で

あ
る
。
す
る
と
、
図
八
A

B
に
は
、
同
じ
奇
家
が
二

度
描
か
れ
、
図
九
C
下
の

黯
家
と
対
比
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
な
る
。
そ
れ
ら
の

二
つ
の
家
に
着
目
す
れ
ば
、

例
え
ば
図
三
、
図
四
に
両

家
を
構
図
と
す
る
伝
統
が

図八 呉氏蔵北魏石床右側板(Ａ)(Ｂ)

(Ｂ) (Ａ)
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あ
り
、
図
二
右
と
図
三
A
の
黯
家
が
、
図
九
C
下
の
そ
れ
に
対
応
し
、
図
二
左
と

図
三
B
の
奇
家
が
、
図
八
A
B
の
そ
れ
に
対
応
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
（
図
一
、

図
四
も
奇
家
）。
と
こ
ろ
が
、
図
一
｜
図
四
の
奇
家
は
、
い
ず
れ
も
王
奇
の
三
牲

強
要
を
図
柄
と
す
る
も
の
で
、
構
図
と
し
て
は
、
図
八
A
B
に
対
応
さ
せ
ら
れ
て

も
、
図
柄
と
し
て
の
そ
れ
ら
は
、
図
八
A
B
に
対
応
し
な
い
。
即
ち
、
図
八
A
B

は
、
三
牲
強
要
を
場
面
と
す
る
奇
家
と
は
、
違
う
場
面
を
描
い
た
も
の
と
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
ら
ば
、
図
八
A
B
は
一
体
、
董
黯
の
物
語
に
お
け
る
、
ど

の
よ
う
な
場
面
を
描
い
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
想
起
さ
れ
る
の
が
、
図

二
の
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵
北
魏
石
室
の
題
記
、

董
晏黯

）母
共供

）

王
寄
母

語
時

で
あ
る
。
当
題
記
は
、
実
は
図
二
の
図
柄
と
対
応
し
て
お
ら
ず
、
物
語
と
し
て
は
、

遥
か
に
前
の
時
点
の
出
来
事
に
属
す
る
。
そ
の
時
点
こ
そ
が
、
陽
明
本
に
、

二
母
…
…
忽
会

籬
辺
。
因
語

曰
黯
母

…
…
答
曰
…
…
王
奇
母
曰
…
…
於

是
各
還

と
あ
る
時
点
な
の
で
あ
り
、
図
二
の
題
記
は
、
正
し
く
図
八
A
B
の
よ
う
な
、
董

黯
図
の
存
在
を
前
提
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
と
は
言
え
、
図
二
の
題
記
が

「〔
二
母
〕
供共

）…
…
語
」
と
記
す
の
は
、
陽
明
本

線
部
に
拠
る
も
の
で
あ
っ

て
、
一
方
の
図
八
A
B
に
は
、
二
母
の
対
話
す
る
場
面
が
見
当
た
ら
な
い
か
ら
、

厳
密
に
は
、
当
題
記
に
対
応
す
る
、
両
母
の
対
話
す
る
場
面
の
別
途
、
存
在
し
た

こ
と
が
な
お
想
定
さ
れ
、
図
八
A
B
は
、
当
題
記
の
前
後
、
つ
ま
り
陽
明
本

線
部
「
二
母
…
…
忽
会

籬
辺

…
…
於

是
各
還
」
を
図
像
化
し
た
も
の
と
結
論

出
来
る
。
即
ち
、
図
八
A
は
、
黯
母
と
奇
母
と
が
遇
々
、「
籬
辺
」
で
出
合
う
場

面
を
描
い
た
も
の
で
あ
り
、
A
B
に
見
え
る
、
特
徴
的
な
屛
は
、
そ
の
「
籬
辺
」

を
、
象
徴
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
B
は
、
対
話
を
終
え
た
二
母
が
別
れ
、

黯
母
の
家
へ
帰
る
場
面
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
図
八
A
と
B
と
は
、

一
種
の
異
時
同
図
と
も
捉
え
ら
れ
、
図
二
の
題
記
に
対
応
す
る
、
二
母
の
対
話
場

面
が
も
し
存
在
す
る
と
し
た
ら
丁
度
、
図
八
A
と
B
と
の
間
に
、
位
置
す
べ
き
も

の
と
な
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
構
図
的
に
は
と
も
か
く
、
そ
の
よ
う
な
場
面
を
持

っ
た
董
黯
図
は
、
こ
れ
ま
で
全
く
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
図
八
A
、
B
は
、
珍
し
く

且
つ
、
貴
重
な
資
料
と
言
え
る
。

続
く
右
側
板
の
三
つ
目
の
図
像
、
図
九
C
も
、
董
黯
図
と
し
て
こ
れ
ま
で
前
例

を
見
な
い
、
甚
だ
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
。
図
九
C
を
一
見
し
て
ま
ず
知
ら
れ
る

こ
と
は
、
画
面
の
中
央
を
横
向
き
に
岩
や
山
、
地
面
が
走
り
、
銀
杏
な
ど
が
生
え

て
い
て
、
図
九
C
は
、
上
下
の
二
つ
の
場
面
が
、
は
っ
き
り
と
区
分
さ
れ
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
そ
れ
ら
の
細
部
を
検
討
す
べ
く
、
右
側
板
C
の
下
部
を
図

十
、
同
じ
く
上
部
を
図
十
一
と
し
て
掲
げ
る
（
拓
本
に
拠
る
）。

図九 呉氏蔵北魏石床右側板(Ｃ)

(Ｃ)
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図
十
は
、
黯
家
と
、
そ
こ
に
居
る
黯
母
（
左
。
坐
っ
て
い
る
）
に
対
し
、
暴
行

を
加
え
る
王
奇
（
右
。
立
っ
て
い
る
）
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
二
母

が
対
話
し
て
後
、
母
に
諭
さ
れ
た
王
奇
は
、
黯
母
の
讒
言
と
逆
恨
み
し
て
、
黯
家

に
行
き
、
黯
母
に
暴
行
す
る
場
面
に
当
た
り
、
例
え
ば
陽
明
本
に
、

奇
従

外
帰
…
…
奇
大
怒
。
即
往

黯
母
家
、
罵
云
、
何
故
讒

言
我
不
孝

也
。

又
以

脚
蹴

之

と
記
さ
れ
る
部
分
を
、
図
像
化
し
た
も
の
に
外
な
ら
な
い
。
図
九
の
王
奇
（
左
向

き
）
が
、
恰
も
走
っ
て
い
る
か
の
如
く
描
か
れ
て
い
る
の
は
、
母
親
の
小
言
に
激

怒
し
た
王
奇
が
、
黯
家
に
怒

鳴
り
込
ん
だ
こ
と
を
表
現
し

て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
王
奇

は
、
左
手
の
指
を
開
い
て
差

し
上
げ
、
右
手
で
黯
母
の
髪

を
摑
ん
で
引
っ
張
っ
て
い
る
。

黯
母
（
右
向
き
）
は
、
坐
っ

た
状
態
で
右
手
を
床
に
突
き
、

左
手
を
差
し
出
し
て
、
ま
る

で
助
け
を
求
め
る
か
の
よ
う

で
あ
る
。
そ
の
様
子
は
、
陽

明
本
の
「
以

足
蹴

之
」
と

さ
れ
る
こ
と
に
該
当
す
る

（
類
林
雑
説
に
、「
直
入

黯
）

家
。
他
母
下

母
床
、
苦
辱

而
去
」、
敦
煌
本
事
森
に
、「
遂
入

黯
室
。
内
捉

黯
母
、

於
牀
下
、
手
摑
脚

踏
、
苦
辱
而
去
」
と
言
う
）。
そ
の
図
柄
に
直
接
該
当
す
る
、
孝
子
伝
本
文
が
存

し
た
か
ど
う
か
は
、
定
か
で
な
い
。
お
そ
ら
く
画
工
の
意
匠
に
出
る
も
の
と
思
わ

れ
る
。
王
奇
が
黯
母
の
髪
を
摑
ん
で
引
っ
張
っ
て
い
る
所
は
、
拓
本
（
図
十
）
で

は
判
別
し
に
く
い
が
（
黯
母
の
頭
を
棒
で
叩
い
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
）、
原

石
の
そ
の
箇
所
を
見
れ
ば
、
そ
の
こ
と
が
は
っ
き
り
と
確
認
出
来
る
（
図
十
二
）。

王
奇
が
奇
母
に
乱
暴
を
働
く
図
像
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
（
図
一
｜
図
四
）、

王
奇
が
黯
母
に
乱
暴
す
る
図
像
は
、
こ
れ
ま
で
全
く
例
が
な
い
。
図
十
も
、
珍
し

く
貴
重
な
資
料
な
の
で

あ
る
。

次
い
で
、
図
十
一
の

C
上
部
を
眺
め
る
と
、

図
十
一
は
ま
た
、
大
き

な
樹
木
が
中
央
に
描
か

れ
て
い
て
、
再
び
そ
れ

が
、
左
右
の
二
図
に
分

か
れ
る
こ
と
を
示
し
て

い
る
。
ま
ず
図
十
一
の

左
に
は
、
原
石
左
上
に

欠
損
が
あ
っ
て
、
聊
か

見
辛
い
が
、
よ
く
見
る

と
、
一
人
の
男
性
（
右

向
き
）
の
描
か
れ
て
い

図十 右側板（Ｃ）下部

図十一 右側板（Ｃ）上部
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る
こ
と
が
確
認
出
来
る
。

岩
と
銀
杏
と
が
足
許
を
覆

っ
て
い
る
が
、
そ
の
男
性

は
立
っ
て
い
て
、
両
手
に

棒
を
握
る
。
棒
の
先
は
、

左
下
寄
り
に
伸
び
て
お
り
、

先
は
、
画
面
の
区
切
り
に

隠
れ
て
判
別
出
来
な
い
。

さ
て
、
男
性
の
周
囲
に
は
、

田
が
広
が
る
。
こ
の
こ
と

か
ら
、
そ
の
男
性
は
、
董

黯
で
あ
り
、
図
十
一
の
左

こ
そ
は
、
下
（
図
十
）
に

描
か
れ
る
、
黯
母
が
王
奇

に
乱
暴
さ
れ
て
い
る
時
、

黯
在

田
中

と
陽
明
本
（
船
橋
本
）
に
記
さ
れ
る
出
来
事
を
、
正
し
く
図
像
化
し
た
も
の
で
あ

る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
董
黯
が
手
に
し
て
い
る
の
は
、
すき

に

違
い
な
い
。
王
奇
は
、
董
黯
が
家
に
居
な
い
時
を
狙
っ
て
（
類
林
雑
説
に
、「
専

伺

候
董

黯
）出

外
、
直
入

家

」、
敦
煌
本
事
森
に
、「
候

黯
不
在

」
と
言
う

が
、
董
黯
の
田
に
在
っ
た
こ
と
は
、
不
見
）、
黯
家
に
押
し
入
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
図
像
（
図
十
一
左
）
も
、
呉
氏
蔵
北
魏
石
床
（
二
面
）
の
出
現
に
よ
り
、
始

め
て
知
ら
れ
る
に
至
っ
た
、
大
変
珍
し
く
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。
図
十
一
左
を
か

く
理
解
す
れ
ば
、
そ
の
右
が
、
同
じ
董
黯
（
右
向
き
）
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
直
ぐ

分
か
る
。
そ
の
黯
が
両
手
を
前
に
走
っ
て
い
る
の
は
、
陽
明
本
に
、

黯
在

田
中
、
忽
然
心
痛
、
馳
奔
而
還

と
記
さ
れ
る

線
部
を
、
そ
の
ま
ま
図
像
化
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
（
船
橋
本

に
も
、「
黯
在

田
中
。
忽
然
痛
心
、
奔
還

于
家

」
と
あ
る
。
敦
煌
本
事
森
は
た

だ
、「
黯
帰
」
と
記
す
の
み
）。
こ
の
図
像
（
図
十
一
右
）
も
、
前
例
が
な
く
、
始

め
て
知
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
す
る
と
、
樹
木
に
距
て
ら
れ
た
、
図
十
一
の
右
と

左
は
、
陽
明
本
の
、

黯ａ

在

田
中
、
忽ｂ

然
心
痛
、
馳
奔
而
還

の

線
部
（
左
）
と

線
部
（
右
）
と
を
、
一
つ
の
画
面
に
描
き
分
け
た
、

や
は
り
異
時
同
図
と
捉
え
る
こ
と
が
出
来
る
が
、
面
白
い
の
は
、
図
十
一
の
右
、

左
と
、
そ
の
下
の
図
像
（
図
十
）
と
の
関
係
だ
ろ
う
。
即
ち
、
物
語
か
ら
右
側
板

C
（
図
九
）
を
考
え
た
時
、
C
の
場
面
の
起
点
は
、
そ
の
左
上
（
図
十
一
左
。
陽

明
本
「
黯ａ

在

田
中

」）
に
あ
り
、
次
い
で
、
そ
の
董
黯
が
家
を
出
た
隙
を
狙
っ

て
、
C
下
部
に
描
か
れ
る
、
王
奇
に
よ
る
黯
母
へ
の
暴
行
事
件
が
起
き
た
（
図
十
。

陽
明
本
「
奇
大
怒
。
即
往

黯
母
家

…
…
以

脚
蹴

之
」）。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
王

奇
の
振
舞
は
、
再
び
左
上
（
図
十
一
左
）
に
返
っ
て
、
董
黯
に
胸
の
痛
み
を
齎
し

（
陽
明
本
「
忽
然
心
痛
」）、
そ
の
結
果
、
場
面
は
、
右
へ
移
っ
て
、
董
黯
が
家
へ

走
り
出
す
所
が
（
図
十
一
右
。
陽
明
本
「
馳
奔
而
還
」）、
C
の
場
面
の
終
点
と
な

っ
て
い
る
こ
と
に
気
付
く
。
つ
ま
り
、
C
下
の
場
面
は
、
左
上
の
場
面
に
続
き
、

起
き
た
事
件
を
描
い
た
も
の
で
あ
り
、
本
来
な
ら
ば
、
そ
の
事
件
に
よ
っ
て
、
胸

の
痛
み
を
覚
え
た
董
黯
の
図
像
が
、
も
う
一
図
あ
っ
て
、
そ
れ
が
C
右
へ
と
続
く

筈
な
の
だ
が
、
画
家
（
刻
工
）
は
、
そ
れ
を
従
前
の
C
左
上
の
同
じ
黯
図
で
代
用

図十二 右側板（Ｃ）下部（原石）
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さ
せ
た
も
の
ら
し
い
。
た
め
に
、
物
語
を
知
る
鑑
賞
者
の
視
線
は
、
C
を
、

左
上
↓
下
↓
左
上
↓
右
上

の
順
で
見
る
よ
う
に
要
求
さ
れ
、
そ
の
視
線
は
、
必
然
的
に
左
上
へ
の
往
復
を
余

儀
な
く
さ
れ
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
省
略
、
代
用
は
、
視
覚
の
特
性
と
し
て
、
C
左

上
の
黯
図
が
、
下
の
図
像
と
同
時
に
見
え
る
こ
と
に
よ
り
、
始
め
て
可
能
と
な
る

技
法
で
、
C
の
上
、
下
に
は
視
覚
芸
術
と
し
て
、
極
め
て
効
果
的
に
鑑
賞
者
の
眼

を
操
る
、
注
目
す
べ
き
技
巧
の
凝
ら
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

四

図
十
三
は
上
述
、
右
側
板
C
（
図
九
）
に
お
け
る
、
三
つ
の
場
面
を
③
④
⑤
と

数
え
、
そ
れ
に
先
立
つ
A
B
（
図
八
）
の
二
つ
の
場
面
を
①
②
と
数
え
て
、
右
側

板
全
体
に
お
け
る
、
場
面
構
成
の
一
連

の
順
序
を
、
概
念
図
化
し
て
示
し
た
も

の
で
、
矢
印
は
ま
た
、
場
面
を
追
う
、

鑑
賞
者
の
視
線
の
動
き
を
も
表
わ
し
て

い
る
。
右
側
板
A
、
B
に
お
け
る
①
↓

②
は
、
比
較
的
単
純
だ
が
、
C
に
お
け

る
三
場
面
③
↓
⑥
は
、
俄
に
複
雑
な
動

き
を
示
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
だ

ろ
う
。
一
方
、
右
側
板
A
B
C
の
①
｜

⑥
六
（
五
）
場
面
に
対
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
典
拠
と
な
っ
た
、
陽
明
本
孝
子
伝
の

本
文
が
存
在
す
る
こ
と
は
、
先
に
確
認
し
て
来
た
通
り
で
あ
る
。
表
一
は
、
右
側

板
A
B
C
の
六
場
面
①
｜
⑥
に
対
応
す
る
、
陽
明
本
孝
子
伝
の
主
要
本
文
を
、
改

め
て
一
覧
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
表
一
を
見
る
と
、
右
側
板
六
場
面
の
全
て
に
対

応
す
る
、
陽
明
本
の
本
文
が
存
し
、
そ
こ
に
描
か
れ
る
董
黯
図
の
基
づ
い
た
、
董

黯
の
物
語
の
テ
キ
ス
ト
は
、
例
え
ば
陽
明
本
の
如
き
、
孝
子
伝
本
文
で
あ
っ
た
こ

と
を
、
強
く
示
唆
す
る
の
で
あ
る
。
表
一
に
関
し
て
言
え
ば
、
①
②
③
⑤
⑥
の
五

場
面
に
対
応
し
得
る
、
孝
子
伝
の
本
文
を
有
し
て
い
る
の
は
唯
一
、
陽
明
本
の
み

で
あ
る
（
船
橋
本
も
③
⑤
⑥
を
有
す
る
）。
中
で
、
注
目
さ
れ
る
の
は
、
陽
明
本

（
船
橋
本
）
の
、

③
「
黯
在

田
中

」

の
一
文
で
、
例
え
ば
類
林
雑
説
の
「
専
伺

候
董

出

外
」、
敦
煌
本
事
森
の

「
候

黯
不
在

」
な
ど
も
、
③
の
類
文
と
解
釈
さ
れ
よ
う
が
、
肝
心
の
③
の
場
面

に
描
か
れ
た
、
田
を
耕
す
董
黯
の
図
像
は
、
そ
れ
ら
か
ら
は
描
か
れ
得
な
い
の
で

あ
る
（
図
十
一
左
参
照
）。
こ
の
こ
と
か
ら
、
③
の
場
面
を
直
接
、
説
明
し
得
る

陽
明
本
「
黯
在

田
中

」
こ
そ
は
、
図
像
と
テ
キ
ス
ト
の
関
係
を
具
体
的
に
示
す
、

極
め
て
重
要
な
一
文
と
す
べ
き
で
あ
る
（
⑥
「
馳
奔
而
還
」
も
同
じ
）。
④
の
場

面
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
類
林
雑
説
に
、「（
専
伺

候
董

出

外
）
直
入

家
。

③

B A④

C

図十三 右側板場面構成順序

表
一

孝
子
伝
本
文
（
陽
明
本
）
と
場
面

①
「
二
母
…
…
忽
会

籬
辺

」（
A
）

②
「
於

是
各
還
」（
B
）

③
「
黯
在

田
中

」（
C
左
上
）

④
「
奇
大
怒
。
即
往

黯
母
家
、
罵
云
…
…
又
以

脚
蹴

之
」（
C
下
）

⑤
「（
黯
在

田
中

）
忽
然
心
痛
」（
C
左
上
）

⑥
「
馳
奔
而
還
」（
C
右
上
）

二
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他
母
下

母
床
、
苦
辱
而
去
」、
敦
煌
本
事
森
に
、「（
候

黯
不
在

）
遂
入

黯
室
。

内
捉

黯
母
、

於
牀
下
、
手
摑
脚
踏
、
苦
辱
而
去
」
な
ど
の
本
文
に
よ
っ
て
も
、

説
明
出
来
よ
う
こ
と
は
、
前
述
の
通
り
だ
が
、
遺
憾
な
が
ら
、
そ
れ
ら
の
本
文
は
、

孝
子
伝
で
な
く
、
会
稽
典
録
の
引
用
な
の
で
あ
っ
て
、
件
の
右
側
板
の
孝
子
伝
図

の
典
拠
に
は
擬
し
得
な
い
。

表
二
は
、
右
側
板
A
B
C
に
描
か
れ
る
董
黯
図
の
各
場
面
と
、
図
一
｜
図
四
の

そ
れ
と
を
、
一
覧
と
し
て
示
し
た
も
の
で
あ
る
（
図
三
は
、
左
右
を
逆
に
し
て
あ

る
）。
表
二
を
見
る
と
、
新
出
の
そ
の
董
黯
図
の
有
す
る
、
顕
著
な
特
徴
の
幾
つ

か
が
、
直
ち
に
看
取
出
来
る
。
ま
ず
そ
の
第
一
は
、
新
出
の
六
（
五
）
場
面
の
内

に
は
、
既
存
の
董
黯
図
に
含
ま
れ
る
そ
れ
が
、
一
つ
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。
右
側

板
A
B
の
奇
の
家
と
C
の
黯
の
家
と
は
、
構
図
的
に
は
図
二
、
図
三
（
図
一
、
図

四
）
の
そ
れ
ら
と
一
致
す
る
が
、
両
母
の
邂
逅
と
別
離
を
描
く
場
面
と
し
て
は
、

図
二
、
図
三
（
図
一
、
図
四
）
と
異
な
る
こ
と
は
、
前
述
し
た
。
そ
し
て
、
例
え

ば
既
存
図
一
｜
図
四
の
全
て
に
含
ま
れ
る
、
有
名
な
三
牲
強
要
の
場
面
が
、
新
出

の
六
（
五
）
場
面
に
は
存
し
な
い
。
物
語
上
で
は
、
図
一
｜
図
四
の
三
牲
強
要
は
、

上
掲
①
｜
⑥
の
後
に
来
る
筈
の
場
面
だ
か
ら
、
新
出
の
六
（
五
）
場
面
は
、
ス
ト

ー
リ
ー
上
、
こ
れ
ま
で
未
知
の
新
場
面
が
、
こ
こ
に
出
現
し
た
こ
と
を
意
味
し
、

そ
の
こ
と
の
研
究
史
的
意
義
は
、
計
り
知
れ
ず
大
き
い
。
次
い
で
、
右
側
板
六

（
五
）
場
面
を
、
既
存
の
董
黯
図
に
先
立
つ
場
面
と
し
て
、
表
二
の
如
く
位
置
付

け
る
こ
と
が
出
来
る
の
は
、
偏
に
陽
明
本
孝
子
伝
の
董
黯
条
本
文
が
唯
一
、
殆
ど

奇
跡
的
に
伝
存
し
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。
と
こ
ろ
で
、
そ
の
右
側
板
に
は
、
榜
題
、

題
記
が
全
く
記
さ
れ
て
い
な
い
。
に
も
関
わ
ら
ず
、
右
側
板
の
六
（
五
）
場
面
が
、

例
え
ば
表
一
で
見
た
よ
う
に
、
陽
明
本
の
本
文
と
精
確
な
対
応
を
示
す
の
は
、
瞠

目
す
べ
き
事
実
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
れ
は
、
右
側
板
の
董
黯
図
が
余
程
、

孝
子
伝
の
本
文
を
忠
実
に
辿
っ
て
い
る
こ
と
の
証
で
あ
り
、
例
え
ば
図
一
、
図
四

の
題
記
が
陽
明
本
本
文
を
用
い
て
い
る
事
実
共
々
、
北
魏
時
代
の
孝
子
伝
図
と
孝

子
伝
と
の
関
係
の
深
さ
を
、
改
め
て
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。
第
三
に
、
ネ
ル
ソ

ン
・
ア
ト
キ
ン
ズ
美
術
館
蔵
北
斉
石
床
の
正
面
右
の
石
板
全
図
が
、
董
黯
の
三
連

図
で
あ
ろ
う
こ
と
は
（
図
三
）、
か
つ
て
論
じ
た
通
り
で
あ
る９

）

。
呉
氏
蔵
北
魏
石

床
（
二
面
）
の
右
側
板
全
図
も
、
や
は
り
そ
の
三
連
図
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ

と
は
、
図
三
が
董
黯
図
で
あ
る
こ
と
を
裏
付
け
る
と
同
時
に
、
新
出
の
右
側
板
六

表
二

董
黯
図
場
面
一
覧

本
右
側
板

右
（
奇
の
家
）

奇
母

黯
母

中
（
奇
の
家
）

奇
母

黯
母

左山
）

董
黯
（
黯
の
家
）

田
）

王
奇

図
二

図
三

図
一
、
図
四

董
黯

黯
母

右
（
黯
の
家
）

左
（
黯
の
家
）

董
黯

董
黯

黯
母

黯
母

左
（
奇
の
家
）

中
（
奇
の
家
）

（
奇
の
家
）

王
奇

王
奇

王
奇

奇
母

奇
母

奇
母

右
（
黯
の
墓
参
）

二
六

董
黯
図

（
黒
田

彰
）



（
五
）
場
面
全
て
が
、
図
三
に
先
立
つ
場
面
と
捉
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
或
い
は
、

北
魏
時
代
、
董
黯
の
物
語
を
一
巻
の
画
巻
と
し
た
、
粉
本
の
存
在
し
た
こ
と
を
、

確
信
さ
せ
る
に
足
る
も
の
が
あ
る
。
同
じ
呉
氏
蔵
北
魏
石
床
脚
部
の
全
体
が
、
六

場
面
に
及
ぶ
郭
巨
図
に
よ
っ
て
、
覆
わ
れ
て
い
る
事
実
な
ど
も10

）

、
そ
の
こ
と
を
強

く
支
持
す
る
。
新
出
右
側
板
の
六
（
五
）
場
面
は
、
既
存
の
董
黯
図
に
な
い
も
の

ば
か
り
で
目
下
、
呉
氏
蔵
北
魏
石
床
の
そ
れ
に
よ
る
一
例
が
知
ら
れ
る
に
過
ぎ
な

い
が
、
例
え
ば
図
三
C
の
場
面
も
同
様
、
ネ
ル
ソ
ン
・
ア
ト
キ
ン
ズ
美
術
館
蔵
北

斉
石
床
の
一
例
し
か
知
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
図
三
C
は
、
陽
明
本
に
、

便
至

奇
家

奇
頭
、
以
祭

母
墓
。
須

監
司
到
縛

黯
。
々
乃
請
以

向

墓
別

母
。
監
司
許

之
。
至

墓
啓

母
曰

と
さ
れ
る
場
面
だ
が11

）

、
物
語
に
お
け
る
そ
れ
は
、
三
牲
強
要
（
図
一
｜
図
四
。
図

三
は
B
）
の
後
、
黯
母
没
後
の
出
来
事
で
あ
り
、
殆
ど
物
語
の
終
幕
に
当
た
っ
て

い
る
。
片
や
新
出
右
側
板
の
六
（
五
）
場
面
が
、
物
語
の
プ
ロ
ロ
ー
グ
に
当
た
る

と
す
れ
ば12

）

、
両
母
の
邂
逅
（
図
八
A
）
と
黯
の
墓
参
（
図
三
C
）
と
の
間
に
は
、

果
し
て
三
牲
強
要
を
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
と
す
る
場
面
の
他
、
お
よ
そ
ど
の
よ
う
な

場
面
が
描
か
れ
得
た
も
の
か
、
そ
の
粉
本
と
し
て
、
董
黯
物
語
を
内
容
と
す
る
、

一
巻
の
画
巻
の
存
在
を
想
定
さ
せ
る
所
以
で
あ
る
。
呉
氏
蔵
北
魏
石
床
（
二
面
）

に
は
、
左
側
板
が
失
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
左
側
板
に
は
、
必
ず
孝
子
伝
図
が
描
か

れ
て
い
る
筈
で
、
そ
こ
に
例
え
ば
三
牲
強
要
の
場
面
を
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
と
す
る
、

現
右
側
板
の
未
完
の
董
黯
図
の
続
き
が
描
か
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
何
ら
不
思
議

は
な
い
。
そ
う
で
な
く
て
も
、
今
般
の
呉
氏
蔵
北
魏
石
床
（
二
面
）
の
右
側
板
に

描
か
れ
る
、
董
黯
図
六
（
五
）
場
面
の
出
現
は
、
同
じ
呉
氏
の
所
蔵
に
掛
る
図
一
、

図
四
に
描
か
れ
た
董
黯
図
の
出
現
と
相
俟
っ
て
、
北
魏
時
代
に
お
け
る
董
黯
図
の
、

殆
ど
予
想
外
の
流
行
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
事
実
は
ま
た
、
董
黯
図
に
限

ら
ず
、
そ
れ
以
外
の
孝
子
伝
図
に
つ
い
て
も
無
論
、
指
摘
出
来
る
。
そ
し
て
、
孝

子
伝
図
の
流
行
に
は
、
そ
の
前
提
と
し
て
、
孝
子
伝
テ
キ
ス
ト
の
受
容
と
深
化
と

が
考
え
ら
れ
る
。
孝
子
伝
図
と
孝
子
伝
に
は
、
な
お
豊
か
な
研
究
テ
ー
マ
が
残
さ

れ
る
。

付
記

貴
重
な
時
間
を
割
い
て
、
北
魏
石
床
（
二
面
）
調
査
の
便
宜
を
計
る
の
み
な
ら

ず
、
拓
本
を
始
め
と
す
る
資
料
を
御
貸
与
下
さ
っ
た
、
深
圳
金
石
資
産
管
理
有
限
公

司
董
事
総
経
理
、
呉
強
華
氏
に
対
し
、
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。
な
お
小
稿
は
、

平
成
27
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
B
並
び
に
、
同
佛
教
大
学
特
別
展
開
研

究
費
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

〔
注
〕

１
）図
一
は
後
述
、
呉
氏
提
供
の
拓
本
の
写
真
に
拠
る
。

２
）董
黯
図
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
。
拙
著
『
孝
子
伝
図
の
研

究
』（
汲
古
書
院
、
平
成
19
年
）
Ⅱ
一
３
参
照
。

３
）図
二
は
、
中
国
美
術
全
集
絵
画
編
19
石
刻
線
画
（
上
海
人
民
美
術
出
版
社
、
一
九

八
八
年
）
図
六
、
図
三
は
、
長
廣
敏
雄
氏
『
六
朝
時
代
美
術
の
研
究
』（
美
術
出

版
社
、
昭
和
44
年
）
図
五
六
、
五
五
、
五
四
に
拠
る
。

４
）か
つ
て
紹
介
し
た
、
非
常
に
珍
し
い
郭
巨
図
の
描
か
れ
る
北
魏
石
床
脚
部
も
、
呉

氏
の
所
蔵
に
掛
る
遺
品
で
あ
る
。
拙
稿
「
郭
巨
図

｜
呉
強
華
氏
蔵
北
魏
石
床
脚

部
の
孝
子
伝
図
に
つ
い
て
｜
」（
佛
教
大
学
『
文
学
部
論
集
』
98
、
平
成
26
年
３

月
）
参
照
。

５
）図
五
は
、
呉
氏
提
供
の
拓
本
写
真
、
図
六
は
、
呉
氏
提
供
の
写
真
に
拠
る
。

６
）注

４
）前
掲
拙
稿

７
）林
聖
智
氏
「
北
朝
時
代
に
お
け
る
葬
具
の
図
像
と
機
能
｜
石
棺
床
囲
屛
の
墓
主
肖

像
と
孝
子
伝
図
を
例
と
し
て
｜
」（『
美
術
史
』
154

52
・
２

、
平
成
15
年
３
月
）

８
）陽
明
本
孝
子
伝
の
本
文
は
、
幼
学
の
会
『
孝
子
伝
注
解
』（
汲
古
書
院
、
平
成
15

二
七

佛
教
大
学

文
学
部
論
集

第
一
〇
〇
号
（
二
〇
一
六
年
三
月
）



年
）
に
拠
る
（
船
橋
本
も
同
じ
）。
参
考
ま
で
に
、
船
橋
本
の
本
文
を
示
せ
ば
、

次
の
通
り
で
あ
る
（
船
橋
本
は
、
董
黯
と
王
奇
を
兄
弟
と
し
た
り
、
三
牲
強
要
の

対
象
を
黯
母
と
す
る
な
ど
、
本
文
が
乱
れ
る
）。

船
橋
本

董
黯
家
貧
至
孝
也
。
其
父
早
没
也
。
二
母
並
存
。
一
者
弟
王
奇
之
母
。
董
黯

有
孝
也
。
王
奇
不
孝
也
。
於
時
、
黯
在
田
中
。
忽
然
痛
心
、
奔
還
于
家
、
見

母
顔
色
。
問
曰
、
阿
嬢
有
何
患
耶
。
母
曰
、
無
事
。
於
時
、
王
奇
母
語
子
曰
、

吾
家
富
而
無
寧
。
汝
与
人
悪
。
而
常
恐
離
其
罪
、
寝
食
不
安
。
日
夜
為
愁
。

董
黯
母
者
貧
而
無
憂
。
為
人
無
悪
。
内
則
有
孝
、
外
則
有
義
。
安
心
之
喜
、

実
過
千
金
也
。
王
奇
聞
之
、
大
忿
殺
三
生
作
食
、
一
日
三
度
、
与
黯
之
母
。

爾
即
曰
、
若
不
喫
尽
、
当
以
鋒
突
汝
胸
腹
。
転
載
刺
母
頸
。
母
即
悶

問
）

絶
、
遂

命
終
也
。
時
母
年
八
十
。
葬
礼
畢
後
、
黯
至
奇
家
、
以
其
頭
祭
母
墓
。
官
司

聞
之
曰
、
父
母
与
君
敵
、
不
戴
天
。
則
奏
具
状
、
曰四

）
、
朕
以
寡寛

）
徳
、
統総

）
荷
万

機
。
今
孝
子
致
孝
、
朕
可
助
恤血

）
。
則
賜
以
金
百
斤
也
。

（
董
黯
家
貧
し
く
し
て
至
孝
な
り
。
其
の
父
早
く
没
す
る
な
り
。
二
母
並
び
に

存
す
。
一
は
弟
王
奇
の
母
な
り
。
董
黯
は
孝
有
る
な
り
。
王
奇
は
不
孝
な
り
。

時
に
、
黯
田
中
に
在
り
て
、
忽
然
と
し
て
心
痛
む
。
奔はし
り
て
家
に
還
り
、
母

の
顔
色
を
見
る
。
問
い
て
曰
わ
く
、
阿
嬢
何
の
患
い
有
る
や
と
。
母
曰
わ
く
、

事
無
し
と
。
時
に
、
王
奇
が
母
、
子
に
語
り
て
曰
わ
く
、
吾
家
富
む
と
雖
も

寧やす
き
こ
と
無
し
。
汝
人
の
た
め
に
悪にく
ま
る
。
而しこうし
て
常
に
其
の
罪
に
離かか
る
こ

と
を
恐
れ
、
寝
食
安
か
ら
ず
。
日
夜
愁
い
を
為
す
。
董
黯
が
母
は
貧
し
け
れ

ど
も
憂
い
無
し
。
人
の
為
に
悪
ま
る
る
無
し
。
内
に
は
則
ち
孝
有
り
、
外
に

は
則
ち
義
有
り
。
安
心
の
喜
び
、
実まことに
千
金
に
過
ぐ
る
な
り
と
。
王
奇
之
を

聞
き
、
大
に
忿いか
り
て
三
生牲

）
を
殺
し
食
と
作
し
、
一
日
三
度
、
黯
の
母
に
与
う
。

爾しこうし
て
即
ち
曰
わ
く
、
若
し
喫
し
尽
く
さ
ざ
ら
ば
、
当
に
鋒ほこ
を
以
っ
て
汝
が

胸
腹
を
突
か
ん
と
。
転うた
た
母
の
頸
を
載き
り
刺
す
。
母
即
ち
悶もん
絶ぜつ
し
、
遂
に
命

終
す
る
な
り
。
時
に
母
年
八
十
な
り
。
葬
礼
畢
り
て
後
、
黯
奇
が
家
に
至
り
、

其
の
頭
を
以
っ
て
母
の
墓
に
祭
る
。
官
司
之
を
聞
き
て
曰
わ
く
、
父
母
と
君

と
の
敵
、
天
を
戴
か
ず
と
。
則
ち
具
状
を
奏
す
る
に
、
曰
わ
く
、
朕
寡
徳
を

以
っ
て
、
万
機
を
統
べ
荷
え
り
。
今
、
孝
子
孝
を
致
す
、
朕
助
け
恤あわれぶ
べ
し

と
。
則
ち
賜
う
に
金
百
斤
を
以
っ
て
す
る
な
り
）

中
国
に
は
、
孝
子
伝
の
董
黯
の
本
文
は
現
存
し
な
い
（
後
掲
、
類
林
雑
説
の
董
黯

の
そ
れ

出
典
不
記

が
孝
子
伝
の
逸
文
か
も
知
れ
な
い
）。
中
国
に
伝
存
す
る

の
は
、
会
稽
典
録
の
逸
文
で
あ
る
。
併
せ
て
、
芸
文
類
聚
、
太
平
御
覧
に
録
さ
れ

た
そ
れ
を
を
示
せ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

・
会
稽
典
録
、
董
黯
家
貧
、
採

薪
供
養
、
母
甚
肥
悦
。
隣
人
家
富
、
有

子
不

孝
、
母
甚
痩
小
。
不
孝
子
疾

黯
母
肥
、
常
苦

之
、
黯
不

報
。
及

母
終
、

負

土
成

墳
。
竟
殺

不
孝
子
、
置

前

以
祭
（
芸
文
類
聚
33
）。

・
会
稽
典
録
曰
、
董
孝
治
、
勾
章
人
。
家
貧
採

薪
供
養
、
得

甘
果

奔
走
以

献

母
、
母
甚
肥
悦
。
隣
人
家
富
、
有

子
不
孝
、
母
甚
痩
。
不
孝
子
疾

孝

治
母
肥
、
常
苦

辱
之
、
孝
治
不

報
。
及

母
終
、
負

土
成

墳
、
鳥
獣
助

其
悲
号
喪
。
竟
殺

不
孝
子
、
置

前

以
祭
。
詣

獄
自
繫
、
会

赦
得

免

（
太
平
御
覧
378
）。

・
又
〔
虞
預
会
稽
典
録
〕
曰
、
董
黯
字
孝
治
、
家
貧
採

薪
供
養
、
母
甚
肥
悦
。

隣憐
）

人
家
富
、
有

子
不
孝
、
母
甚
痩
。
不
孝
子
疾

黯
母
肥
、
嘗
苦

之
、
黯

不

報
。
及

母
終
、
負

土
成

墳
。
竟
殺

不
孝
子
、
置

前

以
祭
。
詣

獄
自
繫
、
会

赦
免

（
太
平
御
覧
482
）

ま
た
、
敦
煌
本
事
森
に
録
さ
れ
る
そ
れ
を
示
せ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る

董

、
字
孝
理
、
会
〔
稽
〕
越
州
勾
章
人
也
。
小
失
其
父
、
独
養
老
母
、
甚恭

恭甚
）

敬
。
毎
得
甘
菓
美
味
、
馳
走
献
母
。
母毎

）
常
肥
悦
。
比
隣
有
王
寄
者
、
其
家

劇
富
。
寄
為
人
不
孝
、
毎
於
外
行
悪
。
母
常
憂
懐
、
形刑

）
容

痩
）

。
寄
母
謂

母
曰
、
夫
人
家
貧
年
高
。
有
何
供
養
、
恒
常
肥
悦
如
是
。〔

〕
母
曰
、
我

子
孝
順
、
是
故
爾
也
。

母
後
語
寄
母
曰
、
夫
人
家
富
、
美
膳
豊
饒
。
何
以

痩
）

。
寄
母
答
曰
、
故
痩
爾
。
寄
後
聞
之
、
乃
殺
三
牲
、
致
於
母
前
。
抜
刀

脅
抑

）
、
令
喫
之
。
専
伺
候
董

出
外
、
直
入

家
。
他
母
下
母
床
、
苦
辱
而

去
。

尋
知
之
、
即
欲
報
怨
。
恐
母
憂
愁
、

然
含
愛
。
及
母
寿
終
、
葬
送

已
訖
。
乃
斬
其
頭
、
持
祭
於
母
。
自日

）
縛
詣
官
、
会
赦
得
免
。
後
漢
人
。
出
会

稽
録

さ
ら
に
金
、
王
朋
寿
編
、
類
林
雑
説
一
孝
行
篇
一
に
録
さ
れ
た
そ
れ
を
示
せ
ば
、

次
の
通
り
で
あ
る
（
嘉
業
堂
叢
書
本
に
拠
り
、
陸
氏
十
万
巻
楼
影
金
写
本
を
参
照

二
八

董
黯
図

（
黒
田

彰
）



し
た
）。董

黯

字
孝
治
、
会
稽
予
章
人
也
。
少
亡

其
父
、
独
養

母
、
孝
敬
甚
篤
。

毎

得

甘
果
美
味
、

即
奔
献

於
母
。
母
常
肥
悦
。
比
舎
有

王
寄
者
、
其

家
大
富
。
寄
為

人
不
孝
、
毎
為

非
法
悪
事
。
母
懐

憂
愁
、
身
体

痩
。

寄
母
謂

黯
母

曰
、
夫
人
家
貧
年
高
。
有

何
供
養
、
而
常
肥
悦
。
黯
母
曰
、

我
子
孝
順
、
不

為

非
法
。
身
不

憂
愁
、
故
肥
悦
耳
。
遂
問

寄
母

曰
、

夫
人
大
富
、
美
味
充
饒
。
何
為

痩
如

此
。
寄
母
曰
、
我
子
不
孝
、
出
入

往
来
、
常
使

我
愁
。
是
以
痩
耳
。
寄
聞

之
、
候

黯
不
在
、
遂
入

黯
室
。

内
捉

黯
母
、

於
牀
下
、
手
摑
脚
踏
、
苦
辱
而
去
。
黯
帰
、
見

母
在

牀

顔
色
不

悦
。
跪
問
曰
、
老
人
不

能

自
慎

多
言
。
黯
知

之
。
恐

母
憂
、

而
不

言
。
及

母
亡
、
葬
送
已
訖
。
刀
斬

寄
頭
、
祭

母
墓
。
乃
自
縛
詣

官
、
会

赦
得

免
。
後
漢
時
人
也

９
）注

２
）前
掲
拙
著
参
照
。

10
）注

４
）前
掲
拙
稿
参
照
。

11
）図
三
C
に
つ
い
て
は
、
董
黯
に
よ
る
黯
母
の
葬
礼
の
場
面
と
考
え
た
こ
と
が
あ
る

が
（
注

２
）前
掲
拙
著
Ⅱ
一
３
、
608
頁
）、
C
の
左
上
、
黯
の
両
脇
に
立
つ
、
上

部
に
Ｘ
字
型
の
付
い
た
、
二
本
の
木
に
関
し
て
は
、
一
種
の
墓
標
に
違
い
な
い
と

思
い
は
し
た
も
の
の
、
不
明
と
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
（
付
図
一
）。
こ
の
木
に

つ
い
て
、
か
つ
て
長
廣
敏
雄
氏
は
、

こ
の
坐
っ
た
人
物
の
両
側
に
は
、
墓
道
の
入
口
を
お
も
わ
せ
る
一
対
の
柱
が

立
っ
て
お
り
、
柱
の
上
部
に
は
Ｘ
字
状
の
意
匠
が
あ
る
。
こ
の
一
対
の
柱
は

簡
素
だ
が
、
こ
れ
も
墓
闕
の
一
種
と
い
え
る
。
或
は
華
表
か
も
し
れ
な
い

と
指
摘
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
が
（
長
廣
氏
注

３
）前
掲
書
九
章
202
頁
）、
所
謂
華

表
に
関
し
、
始
め
て
本
格
的
な
考
察
を
加
え
ら
れ
た
、
関
野
雄
氏
の
名
論

「
華

表
考
」（
同
氏
『
中
国
考
古
学
論

』

同
成
社
、
平
成
17
年

Ⅱ
部
所
収
。
初
出

昭
和
60
年
）
に
接
す
る
に
及
ん
で
、
そ
れ
が
長
廣
氏
の
推
測
通
り
、
華
表
で
あ
る

こ
と
が
判
明
し
た
。
華
表
は
、
桓
表
ま
た
、
和
表
な
ど
と
も
表
記
さ
れ
る
も
の
で
、

関
野
氏
は
そ
れ
を
、

華
表
（
桓
表
）
と
は
、
官
衙
・
宿
駅
・
橋
梁
・
大
路
・
十
字
路
・
墳
墓
な
ど

の
傍
ら
に
立
て
ら
れ
た
、
木
製
の
標
識
な
い
し
立
て
札
の
類
で
、
四
本
並
び

立
つ
こ
と
も
、
二
本
並
び
立
つ
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
形
に
は
、
柱
上
十
字
形

と
柱
上
丁
字
形
の
二
種
が
あ
っ
た

と
い
う
風
に
、
極
め
て
明
快
に
定
義
し
（
548
頁
）、
ま
た
、
華
表
に
は
、
木
製
の

も
の
も
、
石
製
の
も
の
も
あ
っ
て
、
例
え
ば
墓
の
参
道
の
傍
ら
に
標
識
と
し
て
立

て
ら
れ
た
神
道
石
柱
（
銘
を
記
し
た
方
形
の
額
石
を
、
上
部
に
嵌
め
込
ん
だ
石

柱
）
も
、
華
表
の
一
つ
と
し
て
、
石
闕
と
は
別
物
と
す
べ
き
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
図
三
の
華
表
と
同
じ
も
の
は
、
溯
っ
て
後
漢
時
代
の
画
象
石
に
見
る
こ
と

が
出
来
る
。
付
図
二
は
、

南
漢
墓
、
中
室
北
壁
横
額
東
段
の
左
端
に
描
か
れ
た
、

道
の
両
側
に
立
つ
建
物
の
上
の
華
表
を
掲
げ
た
も
の
で
あ
る
（
付
図
三
は
、
山
東

省

南
漢
墓
博
物
館
『
山
東

南
漢
墓
画
像
石
』（
斉
魯
書
社
、
二
〇
〇
一
年
）

片
選
118
頁
に
拠
る
）。
付
図
二
の
そ
れ
が
華
表
（
桓
表
）
で
あ
る
こ
と
は
、
早

付図一 図三（Ｃ）の華表

付図二 華表

二
九

佛
教
大
学

文
学
部
論
集

第
一
〇
〇
号
（
二
〇
一
六
年
三
月
）



く
林
巳
奈
夫
氏
『
漢
代
の
文
物
』（
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
昭
和
51
年
）

四
（
四
）
⑶
桓
表
176
頁
（
挿
図
４
｜
40
「
桓
表
の
附
い
た
闕
」）
に
指
摘
が
あ
る
。

付
図
二
の
建
物
上
に
見
え
る
華
表
は
、
ネ
ル
ソ
ン
・
ア
ト
キ
ン
ズ
美
術
館
蔵
北
斉

石
床
の
董
黯
図
C
（
図
三
、
付
図
一
）
に
描
か
れ
た
、
董
黯
の
両
側
の
そ
れ
と
全

く
同
じ
も
の
で
あ
り
、
よ
っ
て
、
件
の
董
黯
図
C
の
そ
れ
は
、
華
表
で
あ
る
こ
と

が
確
定
す
る
。

12
）ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
美
術
館
蔵
北
魏
石
棺
に
一
図
の
董
黯
図
の
存
す
る
こ
と
は
、
冒
頭

で
触
れ
た
が
（
題
記
「
孝
子
董

黯
）

与
父
独
居
」）、
も
し
そ
れ
が
董
黯
図
で
あ
る

と
す
る
な
ら
、
そ
の
図
柄
は
、
親
子
二
人
の
対
坐
す
る
に
過
ぎ
な
い
も
の
な
の
で
、

所
謂
供
養
図
と
考
え
ざ
る
を
得
ず
、
そ
れ
は
、
例
え
ば
表
二
に
示
し
た
、
い
ず
れ

の
場
面
に
も
属
さ
な
い
も
の
と
な
る
（
ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
美
術
館
蔵
北
魏
石
棺
の
董

黯
図
に
つ
い
て
は
、
注

２
）前
掲
拙
著
図
版
の
図
９
ま
た
、
Ⅱ
一
３
の
図
二

603

頁

を
参
照
さ
れ
た
い
）。
そ
し
て
、
董
黯
の
物
語
に
お
い
て
は
、
大
団
円
に
供

養
図
が
来
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
か
ら
（
黯
母
は
物
語
中
で
死
ぬ
）、
当
該
図
は
、

も
し
董
黯
物
語
の
画
巻
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
冒
頭
、
プ
ロ
ロ
ー
グ
の
最
初

に
位
置
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
事
実
、
図
二
右
、
図
三
左
の
黯
の
家
の
場
面

な
ど
、
そ
れ
だ
け
を
取
り
上
げ
る
な
ら
、
董
黯
図
中
の
供
養
図
と
解
釈
す
る
こ
と

も
、
決
し
て
不
自
然
と
は
言
え
ず
、
今
般
の
右
側
板
六
（
五
）
場
面
も
の
出
現
か

ら
考
え
れ
ば
、
場
面
に
富
ん
だ
董
黯
図
の
第
一
に
、
供
養
図
が
存
在
し
た
蓋
然
性

は
、
極
め
て
高
い
。

く
ろ
だ

あ
き
ら

日
本
文
学
科
）

二
〇
一
五
年
十
一
月
十
二
日
受
理

三
〇

董
黯
図

（
黒
田

彰
）




